
 

 
(c) 論文目録（別記様式第５号） 

※ 参考論文とは，学位論文に関係が深く，その研究の基礎となった論文等をいう。記載内容は

次のとおりとする。 

※ １－１，１－２，２及び３に記載する論文は，次の事項を順に明記する。 

「（論文番号）」「著者名（論文に明記された順番どおりに全員記載する。学位申請者に下線を引く。）」；「論文題名」，

「雑誌名」，「巻（号）」，「掲載ページ」「（投稿西暦年．月）」「（発行西暦年．月）」「（章）」（DOI が

付与されている場合は，併記が望ましい。） 

欧文論文等の場合にはTimes系フォントを用い，雑誌名（略称を用いない）のみ斜字体(italic)

で書き，号がある場合は Vol.とNo.を順に分けて示し，Conference paperの場合はConference

を特定できる記載を雑誌名の直後にカッコ書きで加えること。構成する章は， (Chapters 3 

and 4) などと英語表記にしても良い。 

※ １－１，１－２，２及び３に記載する論文のうち，審査制度の確立された学術雑誌に掲載 

された，又は公表予定の論文には，（論文番号）の前に「＊」を付ける。 

※ １－１に記載した論文のうち，掲載が決定された論文については，掲載決定証明書（写）を

提出する。 

※ １－２に記載した投稿中の論文の受領証明書（写）を提出する。 

 

【注意事項】 1-2の記載にあたっては，カッコ書きで「投稿中」(Submitted),「審査中」（Under 
review）の区別（投稿時のテクニカルチェックを経て掲載の可否の審査に入っていたら後者）
を明記すること。なお，予備審査の段階に限り，指導教員の確認の下で「投稿準備中（In 
preparation）」の投稿予定論文も1-2に書くことができる。 
また，学位論文の審査（適合性を含む）が，1-1や1-2の記載事項を更新したものを用いて行

われた場合は，更新した論文目録（別記様式第 5 号）や参考論文を期限までに大学院係に提出
すること。 

別記様式第５号 
論文目録 

報告番号  氏 名 印 

 学位論文 
  題名  ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△ 
（学位論文が和文の場合は英文名を，英文の場合は和文名をそれぞれ下段に併記する。 
なお，英文題名は，前置詞・接続詞・冠詞以外の単語の頭文字は全て大文字とする。） 

 参考論文等 
１ 学位論文の印刷公表（予定） 
１－１ 印刷公表論文 

（学位論文の内容を含む既公表論文及び掲載が決定された論文を記載する。） 
〔記載例〕 
＊(1) 長崎一郎，諫早二郎，佐世保三郎；２１世紀の長崎大学のあるべき姿の一考察，長崎学会誌，10(2)，

pp.10-20（2017.6）（2017.12） （第２章，第３章） 
＊(2)  Ichiro Nagasaki, Shiro Urakami, Reformation of Graduate Schools: Case Study of Nagasaki University, Journal of 

Nagasaki Prefecture Innovation, Vol. 121,   
No. 12, pp. 34-45 (2018.01)  (2018.09)   （第４章） 

１－２ 印刷公表予定論文 
（投稿中の原著論文を記載する。下段の【注意事項】も参照のこと）  

２ 学位論文の基礎となる論文 
（学位論文の内容に含まれないが，その研究に関係が深く，基礎となった論文を記載する。） 

３ その他の論文 
（１－１，１－２及び２に該当しない論文を記載する。） 

 

代表ページだけで示され

る論文では、 
「p. 4: 1-8」のように記載す
ること。 


